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　装丁は、武蔵野美術大学基礎デザイン学科教授の小林昭世先生（僕の卒業制作ゼミの担当の先

生）。僕は、編集者として本文組版とともに造作のお手伝いをいたしました。

　著者の沢豊彦氏は、武蔵野美術大学基礎デザイン学科にて「言語表現論」の授業をうけもたれ

ておられました。だから僕は平素より沢先生と呼んでいます。また僕は、沢先生はきっと「モダ

ニスト」であるとこっそり思っています……。

　本書タイトルの「1843–2017」の2017とは現在のこと。1843とは、元号でいうと江戸時代の天

保十四年にあたります。

　この年に、桂園派最後の歌人といわれている、萩坪松浦辰男が生まれており、このことが一

つの起点となっていると、沢先生は後記にて述べています。また、萩坪松浦辰男は、のちに自然

主義文学運動の中心人物のひとりとなる田山花袋の和歌の師匠でありました。とも同時に述べ

られています。

……………………

標準日本語が定められ、その国語によって小説の書き方が発明される明治時代の経緯は、自然

主義者となるまでの花袋の里程とかさなっている。欧米の文学移植がたんなる翻訳でなく、日

本の文化のなかで独自の文学がはじめて、近代日本語をもちい自然主義文学として成立したの

である。ということは、文学史という「歴史」のなかで自然主義文学はことさらに特筆しなけれ

ばならない、一つの起終点であったのである。

　

また、その実行者が田山花袋であったのだ。そしてまた、彼の生涯にわたる文学創造〈自己表象〉

は、歌人萩坪と結びついたものであった。日本近代文学は明治になって誕生したものであった

として、その成立の根源はさらに以前に存在することを自明のこととしなければならない。そ

のことを象徴する意味をもつので、一八四三年を本書の起点においたのである。

「二〇一七」という年は、当然、〈自己表象〉としての文学の創造がいまも継起・継続していると

いうことを意味する。（本書「あとがき」より）

……………………

と。

　また同時期は、近代活版印刷術が日本に流入し、広がりはじめた時代です。

　モダン・タイポグラフィというべきでしょうか。「標準日本語」が定められ、もしくはそれを

定めるために、どのような「活字」「組版」「装本」でそれらを表出すべきなのか、試行錯誤がお

こなわれた時代です。江戸期・明治期の民衆は、熱く、ダイナミックに「言語」に「造形」にと忙

しく、新たな思考の枠組みを構築していったのだと思います。

　また、これが「モダニズム」と呼ばれています。

　本書は、そんなモダニストの沢先生の「アウトテイク集」です。

　内容は……

　旧派短歌歌人から、夏目漱石、長田幹彦、田山花袋、秋田雨雀、小川未明、近松秋江、加藤周一、

詩人の井上英明、相場きぬ子、田口三舩など盛りだくさんです！
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